
 

白血病 

 ＩＤＡ ＋ Ａｒａ－Ｃ（＋ＡＴＲＡ）療法 寛解導入 

白血球＜10,000μＬのとき 

1 週間（イダルビシンを Day1～2、シタラビンを Day1～5）を 1 コースとする。ＡＰＬの

場合には、トレチノインの連日経口投与を併用する。 

白血球≧10,000μＬのとき 

1 週間（イダルビシンを Day1～3、シタラビンを Day1～7）を 1 コースとする。トレチノ

インの連日経口投与を併用する。 

 

 ＤＮＲ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 寛解導入 

1 週間（ダウノルビシンを Day1～3、シタラビンを Day1～7）を 1 コースとする。 

 

 ＭＩＴ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 地固め第１コース 

5 日間（ミトキサントロンを Day1～3、シタラビンを Day1～5）を 1 コースとする。1 コー

ス投与する。 

 

 ＤＮＲ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 地固め第２コース 

5 日間（ダウノルビシン Da を y1～3、シタラビンを Day1～5）を 1 コースとする。1 コー

ス投与する。 

 

 ＤＮＲ ＋ ＶＰ－１６ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 地固め第２コース 

5 日間（ダウノルビシン Da を y1～3、シタラビン、エトポシドを Day1～5）を 1 コースと

する。1 コース投与する。 

 

 ＡＣＲ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 地固め第３コース 

5 日間（アクラルビシンを Day1～5、シタラビンを Day1～5）を 1 コースとする。1 コース

投与する。 

 

 ＩＤＡ ＋ Ａｒａ－Ｃ療法 地固め第３コース 

5 日間（イダルビシンを Day1～3、シタラビンを Day1～5）を 1 コースとする。1 コース投

与する。 

 

 Ａ－ｔｒｉｐｌｅ Ｖ療法 地固め第４コース 

10 日間（エトポシドを Day1～5、シタラビンをＤａｙ1～5、ビンクリスチンを Day8、ビン



デシンを Day10）を 1 コースとする。1 コース投与する。 

 

 ＨＤ－Ａｒａ－Ｃ療法 地固め療法 

1 週間（シタラビンを Day1～5）投与を 1 コースとし、投与を繰り返す。 

 

 ＣＡＧ療法 

2 週間（シタラビンの 1 日 2 回皮下注を Day1～14、アクラルビシンを Day1～4、フィルグ

ラスチムの 1 日 1 回皮下注を Day1～14）投与を 1 コースとする。 

 

 Ｈｙｐｅｒ－ＣＶＡＤ療法 

3 週間（シクロホスファミドを Day1～3、ビンクリスチンを Day4，11、ドキソルビシンを

Day4、デキサメタゾンを Day1～4，Day11～14）投与を 1 コースとし、投与を繰り返す。 

 

 ＨＤ－ＭＴＸ ＋ ＨＤ－Ａｒａ－Ｃ療法  

3 週間（メトトレキサートを Day1～2、シタラビンを Day2～3、ｍＰＳＬを Day1～3、ホ

リナートカルシウムを Day3～4）投与を 1 コースとし、投与を繰り返す。 

 

 

髄注 

 ＭＴＸ ＋ Ａｒａ－Ｃ ＋ ＰＳＬ 髄注療法 

髄注療法（メトトレキサート、シタラビン、プレドニゾロン）を行う。 

 

 

骨髄異形成症候群 

 アザシチジン単独療法 

1 週間（アザシチジン (皮下または静注) を Day1～7）投与し、3 週間休薬する。これ（4

週間）を 1 コースとして最低 6 コース投与を繰り返す。 

 

 


